
　

平
成
27
年
１
月
、
低
気
圧
に
伴
う
高
波

の
影
響
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
日
高
本
線
（
厚
賀

～
大
狩
部
間
）
の
線
路
海
側
の
盛
土
が
流

出
し
、
列
車
が
運
休
と
な
り
、
バ
ス
に
よ

る
代
行
輸
送
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

復
旧
に
向
け
、
日
高
管
内
７
町
で
協
議
、

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
10

月
23
日
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
管
内
７
町
に
よ
る

Ｊ
Ｒ
日
高
本
線
（
鵡
川
～
様
似
間
）
の
鉄
道

事
業
廃
止
に
係
る
同
意
、
覚
書
締
結
式
が
行

わ
れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
日
高
本

線
（
鵡
川
～
様
似
間
）
が
廃
線
と
な
り
、
長

い
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
開
町
１
４
０
周
年
・
町
制
施

行
60
周
年
。
「
に
い
か
っ
ぷ
」
の
歴
史
と
と

も
に
日
高
本
線
の
歴
史
に
つ
い
て
振
り
返

り
ま
す
。

　

　

日
高
線
の
ル
ー
ツ
は
、
明
治
時
代
ま
で

遡
り
ま
す
。
起
点
の
駅
で
あ
る
苫
小
牧
駅

は
、
明
治
25
年
に
石
炭
運
送
の
た
め
に
停

車
場
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
40

年
に
な
る
と
、
王
子
製
紙
㈱
で
原
料
と
な

る
パ
ル
プ
を
必
要
と
す
る
た
め
に
木
材
を

輸
送
す
る
目
的
で
、
親
会
社
の
三
井
物
産

が
苫
小
牧
～
鵡
川
間
に
馬
車
軌
道
を
敷
設

し
ま
し
た
。

　

大
正
２
年
、
日
高
管
内
の
住
民
か
ら
の

強
い
要
望
に
よ
り
、
一
般
営
業
路
線
と
し

て
三
井
物
産
㈱
か
ら
専
用
鉄
道
の
権
利
を

譲
り
受
け
て
苫
小
牧
軽
便
鉄
道
㈱
が
設
立

さ
れ
、
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

「
日
高
線
開
業
の
は
じ
ま
り
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
正
12
年
に
な
る
と
日

高
拓
殖
鉄
道
㈱
が
設
立
、
そ
の
後
、
厚
賀

～
静
内
間
の
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
１
本
の
路
線
に
２
つ
の
鉄
道
会
社

が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
２
年
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
苫

小
牧
～
浦
河
間
の
鉄
道
建
設
と
苫
小
牧
軽

便
鉄
道
（
苫
小
牧
～
富
川
間
）
及
び
日
高

拓
殖
鉄
道
（
富
川
～
静
内
間
）
の
買
収
が

議
決
さ
れ
、
同
年
８
月
に
鉄
道
省
に
買
収
、

国
有
化
さ
れ
「
日
高
線
」
と
し
て
一
本
化

に
な
り
ま
し
た
。
静
内
～
三
石
間
は
、
昭

和
８
年
、
三
石
～
浦
河
間
は
昭
和
10
年
、

浦
河
～
様
似
間
は
昭
和
12
年
に
延
伸
さ

れ
、
全
線
開
通
に
至
り
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
、
鵡
川
駅
か
ら
は
平
取
方
面

へ
向
か
う
富
内
線
（
昭
和
61
年
廃
線
）
が

分
岐
す
る
た
め
、「
日
高
本
線
」
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
28
年
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ

ル
カ
ー
が
運
用
を
開
始
し
、
昭
和
49
年
ま

で
蒸
気
機
関
車
と
併
用
し
て
列
車
が
往
来

し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
62
年
に
は
、
日
本

国
有
鉄
道
（
通
称
・
国
鉄
）
が
民
営
化
さ
れ
、

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
」
と
し
て
日
高
本
線
を
継

承
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
海
岸
に
近
く
、
厳
し
い
自

然
地
形
を
通
過
す
る
路
線
で
あ
る
た
め
、

幾
度
と
な
く
災
害
の
憂
き
目
に
遭
い
、
た

び
た
び
運
休
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
１
月
に
厚
賀
～
大
狩
部
間
の
高

波
に
よ
る
路
盤
流
出
が
大
き
な
打
撃
と
な

り
、
鵡
川
～
様
似
間
が
不
通
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
と
沿
線
各
町
が
６
年
に
及
ぶ
協
議
の
末

に
廃
止
の
合
意
に
至
り
、
１
０
０
年
以
上

に
及
ぶ
同
区
間
鉄
道
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　

新
冠
に
初
め
て
鉄
道
が
通
っ
た
の
は
、

大
正
15
年
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
は
「
日

高
拓
殖
鉄
道
㈱
」
が
業
務
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

新
冠
の
代
表
駅
で
あ
る
「
新
冠
駅
」
は
、

開
設
当
初
は
「
高
江
駅
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
新
冠
市
街
地
は
当
時
「
高

江
」
と
い
う
地
名
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

戦
時
中
は
、
戦
地
に
向
か
う
兵
士
が
こ

の
駅
か
ら
列
車
に
乗
り
込
み
、
見
送
り
の

家
族
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
23
年
か
ら
新
冠
駅
と
改
称
、
通
学

や
通
勤
、
貨
物
の
往
来
が
あ
り
、
駅
の
周

辺
は
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
古
い

駅
舎
は
、
駅
員
（
駅
の
助
役
）
住
宅
と
つ

な
が
っ
て
お
り
、
付
近
に
は
駅
長
住
宅
や

駅
員
住
宅
の
長
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
節
婦
駅
」
に
も
か
つ
て
は
駅
員
が
お
り
、

乗
客
の
他
に
、
節
婦
と
い
う
地
域
の
特
性

か
ら
、
漁
業
関
係
や
木
材
、
木
炭
関
係
の

貨
物
で
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
大
狩
部
駅
」
は
、
簡
易
乗
降
駅
と
し

て
設
置
さ
れ
、
節
婦
駅
長
の
管
理
下
で
利

便
が
図
ら
れ
ま
し
た
。「
秘
境
の
駅
」
と

し
て
マ
ニ
ア
に
注
目
さ
れ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
現
場
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

特集

開町１４０周年 ・ 町制施行 60 周年を迎えて

～わが町の鉄道史　ＪＲ日高本線のあゆみ～

日
高
本
線
の
歴
史

新冠駅（平成 10 年）

○起点駅：苫小牧駅

○終点駅：様似駅

○沿線駅数：２９駅

　・苫小牧市（２駅）・厚真町（１駅）

　・むかわ町（３駅）・日高町（５駅）

　・新冠町（３駅）　・新ひだか町（７駅）

　・浦河町（５駅）　・様似町（３駅）

　※下線は廃止となった駅

○開業：大正２年（苫小牧軽便鉄道株式会社）

　　　 大正１２年（日高拓殖鉄道株式会社）

○全線開通：昭和１２年

○国有化：　昭和　２年

○民営化：　昭和６２年

○所有者・運営：ＪＲ北海道

○路線距離：１４６ｋｍ（苫小牧～様似間）

　※廃線となった鵡川～様似間は１１６ｋｍ

○線路数：前線単線

日
高
本
線
と
に
い
か
っ
ぷ

　
　
　
　
　
身
近
だ
っ
た
駅

新冠駅に初めてきた
ディーゼルカー（昭和 29 年頃）

「高江駅」（昭和 14 年頃）

節婦駅（昭和 46 年頃）大狩部駅待合所

ＪＲ日高本線の概要
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